
九
星
と
易
断
に
よ
る

六
・
七
月
の
運
勢

気
学
で
は
午
の
一
白

六
月
五
日
（
芒
種
）
節
入

気
学
で
は
未
の
九
紫

七
月
六
日
（
小
暑
）
節
入

紫
陽
花
の
寺

江
戸
時
代
の
五
街
道
の
一

つ
に
日
光
街
道
が
あ
り
、
そ

の
日
光
街
道
に
付
属
し
て
で

き
た
の
が
水
戸
街
道
で
す
。

今
の
松
戸
市
に
は
松
戸
宿
、

小
金
宿
が
あ
り
、
名
刹
五
百

年
と
い
わ
れ
る
浄
土
宗
の
東

漸
寺
の
枝
垂
れ
桜
が
知
ら
れ
、

日
蓮
宗
の
本
土
寺
は
徳
川
家

と
由
縁
が
あ
り
、
近
年
紫
陽

花
寺
と
し
て
有
名
で
す
。
六

月
の
季
節
は
た
い
へ
ん
賑
わ

う
と
い
う
古
木
の
大
樹
が
あ

り
、
梅
桜
と
一
幅
の
画
に
な

る
処
、
古
老
が
似
合
い
ま
す
。

さ
て
文
中
の
表
現
を
「
一

幅
の
絵
」
で
は
な
く
「
一
幅

の
絵
」
に
し
た
の
は
？

「
画
」
の
ほ
う
は
水
沢
節
の

九
五
（
節
に
甘
ん
ず
）
、

「
絵
」
で
は
兌
為
沢
の
初
九

（
和
し
て
兌
ぶ
）
を
得
た
か

ら
で
す
が
、
そ
の
理
由
は…

。

ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
吟
行
の
方
々
で
す
。

一
途
で
熱
を
帯
び
た
お
顔
に

出
会
う
の
も
、
紫
陽
花
の
思

い
を
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

火
風
鼎
六
五

七
月
筮―

水
火
既
済
六
二

六
月
梅
雨
ど
き
の
豪
雨
に

用
心
。
家
庭
は
和
や
か
で
機

嫌
が
よ
い
。
仕
事
は
早
め
を

心
が
け
、
交
際
は
絆
を
固
め

て
お
く
。
体
調
は
す
っ
き
り

で
も
財
布
は
散
在
の
ま
ず
さ
。

七
月
は
用
事
多
く
忙
し
い
。

急
用
か
ら
処
理
。
仕
事
に
充

実
感
あ
る
が
独
断
は
避
け
る
。

金
運
良
好
で
も
儲
け
話
は
慎

重
に
。
生
活
習
慣
病
に
注
意
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―
地
山
謙
六
四

七
月
筮―
山
火
賁
六
四

活
気
運
に
乗
り
、
手
に
汗

を
握
る
。
中
旬
の
懸
案
は
決

断
が
必
要
。
仕
事
は
旧
業
を

守
る
。
家
族
の
会
話
を
広
げ

る
工
夫
を
し
た
い
。
金
銭
収

支
に
気
配
り
。
健
康
第
一
に
。

七
月
の
暑
さ
に
負
け
ず
に

対
処
。
仕
事
は
中
旬
の
予
定

が
重
要
。
公
私
で
月
末
頃
は

油
断
。
売
買
に
真
贋
あ
り
。

健
康
と
金
運
共
に
手
堅
く
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

沢
風
大
過
九
二

七
月
筮―

雷
沢
帰
妹
九
四

六
月
は
平
穏
に
過
ご
す
。

仕
事
や
金
銭
の
複
雑
な
問
題

に
手
を
出
さ
な
い
。
住
居
の

老
朽
化
対
策
で
財
産
見
直
し

の
配
慮
。
家
庭
の
円
満
と
長

年
の
志
望
が
叶
え
ら
れ
る
。

七
月
は
慎
重
運
。
隣
の
庭

は
気
に
な
る
が
、
わ
が
家
が

大
切
。
仕
事
は
初
心
を
貫
く

努
力
に
花
が
咲
く
。
自
立
や

転
居
は
尚
早
。
足
腰
鍛
錬
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

天
雷
无
妄
六
五

七
月
筮―

沢
雷
随
上
六

六
月
は
何
事
も
自
分
の
ペ
ー

ス
で
や
っ
て
み
た
い
。
仕
事

は
改
善
と
新
旧
の
転
換
が
生

じ
や
す
い
。
対
人
面
は
意
見

の
対
立
や
誤
解
で
困
惑
か
。

健
康
面
と
財
産
管
理
が
大
切
。

七
月
は
吉
凶
半
ば
に
現
れ

る
運
気
を
判
断
。
専
門
家
の

知
識
を
借
り
る
の
も
良
い
。

愛
情
に
喜
ぶ
は
お
金
よ
り
大

切
。
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―
山
水
蒙
六
三

七
月
筮―
火
沢
睽
九
四

六
月
は
方
針
を
定
め
て
進

め
る
。
近
い
将
来
の
こ
と
を

考
え
る
。
仕
事
で
成
果
を
上

げ
れ
ば
次
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴

む
。
家
庭
で
の
真
摯
な
対
話

で
心
豊
か
に
。
支
払
い
準
備

を
忘
れ
ず
。

七
月
は
背
伸
び
を
し
な
い
。

日
々
の
生
活
を
大
事
に
。
仕

事
は
慎
重
に
家
事
優
先
し
、

交
際
は
謙
虚
さ
で
信
頼
受
け

る
。
不
意
の
出
費
と
夏
風
邪

用
心
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

風
沢
中
孚
六
三

七
月
筮―

天
雷
无
妄
初
九

六
月
は
公
私
共
に
用
事
が

多
い
。
頼
ま
れ
事
は
長
引
く

が
良
い
運
が
舞
い
込
む
。
仕

事
は
蒙
昧
気
味
で
も
家
庭
の

喜
び
は
夫
婦
嬉
し
い
。
金
運

も
め
て
体
力
消
耗
か
。

七
月
は
自
由
気
ま
ま
に
し

た
い
が
縛
ら
れ
る
。
仕
事
の

不
備
と
気
苦
労
。
わ
が
家
の

食
卓
は
美
味
い
。
蓄
財
な
ど

上
向
く
の
で
体
調
に
安
心
感
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

天
火
同
人
初
九

七
月
筮―

風
雷
益
九
五

六
月
は
堅
実
ム
ー
ド
が
支

配
す
る
。
温
故
知
新
か
ら
守

る
こ
と
多
し
。
仕
事
は
個
人

よ
り
複
数
で
稼
ぐ
の
が
良
策
。

家
庭
の
悩
み
に
答
え
が
出
る

と
き
。
財
布
の
ひ
も
を
堅
く
。

七
月
は
活
気
が
あ
る
が
成

果
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。

目
標
達
成
に
は
持
久
戦
で
い

く
。
親
子
・
夫
婦
の
愛
情
は

素
直
に
表
す
。
足
腰
に
気
を

つ
け
る
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

水
天
需
初
九

七
月
筮―

水
沢
節
初
九

六
月
は
梅
雨
空
の
中
か
ら

日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
。
運
気

は
明
る
く
仕
事
運
も
よ
く
家

庭
も
楽
し
い
。
体
調
は
復
調

の
兆
し
で
安
心
好
転
。
長
年

の
葛
藤
が
少
し
解
け
、
新
し

い
生
活
を
迎
え
る
。

七
月
の
風
は
微
笑
む
。
気

の
流
れ
は
幸
運
を
呼
ぶ
の
で

待
機
。
仕
事
に
親
し
み
人
に

愛
さ
れ
て
快
心
。
気
若
く
、

心
身
動
き
よ
く
順
調
の
兆
し
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

六
月
筮―

風
火
家
人
九
五

七
月
筮―

火
水
未
済
九
四

六
月
は
和
や
か
で
平
穏
。

気
持
ち
晴
れ
や
か
で
福
招
く
。

仕
事
は
信
用
と
い
う
値
打
ち

を
買
わ
れ
る
。
家
庭
運
は
女

丈
夫
が
支
え
て
円
満
。
出
費

は
二
回
出
る
が
体
力
粘
り
腰
。

七
月
は
雑
多
な
用
事
で
目

が
回
る
。
自
分
一
人
で
処
理

せ
ず
人
の
手
を
借
り
る
。
賢

い
知
恵
を
生
か
し
て
夢
を
開

く
。
大
地
か
ら
幸
せ
を
与
え

ら
れ
る
。
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金
原
玄
周
先
生

第
一
部

慶
峰
先
生

占
い
の
仕
事
に
つ
い
て

私
は
三
年
前
に
会
社
を
早

期
退
職
し
、
占
い
の
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
複
数
の
占
い

館
に
勤
め
、
約
三
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
初
見
の
相

談
者
を
リ
ピ
ー
タ
ー
に
繋
げ

て
い
く
難
し
さ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー

に
つ
な
げ
る
に
は
、
友
達
、

家
族
な
ど
の
人
づ
て
に
よ
る

紹
介
の
力
が
大
き
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
者

に
寄
り
添
う
「
共
感
」
を
も
っ

て
、
悩
み
の
共
有
を
す
る
こ

と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
相

談
者
に
よ
っ
て
は
、
残
り
時

間
5
分
と
い
う
時
に
「
実
は

こ
れ
が
悩
み
で
す
」
と
言
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
早
い
段
階

で
「
問
題
や
悩
み
の
本
質
を

把
握
す
る
こ
と
」
が
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

鑑
定
の
ツ
ボ
を
押
え
相
談
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
方
法
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
の
会
話
を

通
じ
て
相
談
者
の
心
を
掘
り

下
げ
、
本
質
に
迫
っ
て
い
く

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

相
談
者
か
ら
は
、
「
恋
愛
」

と
「
仕
事
」
の
ど
ち
ら
か
の

テ
ー
マ
で
相
談
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
「
恋
愛
」
で
は
「
出

会
い
」
「
彼
の
気
持
ち
」

「
彼
と
の
今
後
」
に
つ

い
て
、
「
仕
事
」
で
は

「
転
職
・
起
業
・
独
立
」

「
天
職
・
適
職
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

多
く
の
項
目
か
ら
相

談
者
に
マ
ッ
チ
す
る
部

分
を
深
く
掘
り
下
げ
て

い
き
ま
す
。
20
分
か
ら

30
分
の
相
談
の
中
で
一
番
気

に
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
こ

み
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
相
談
者
に

は
更
に
違
う
項
目
で
1
～
2

個
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

恋
愛
に
つ
い
て

「
出
会
い
」
に
つ
い
て
は
様
々

な
見
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
「
最
近
全
然
出
会

い
が
無
い
の
で
す
が
、
い
つ

頃
出
会
え
ま
す
か
」
と
い
う

の
が
一
般
的
な
質
問
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

・
「
出
会
い
が
全
然
無
く
、

出
会
い
が
欲
し
い
」
と
言
っ

て
は
い
る
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
仕
事
が
充
実
し
て
お
り
、

恋
愛
に
重
点
を
置
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
忘
れ
ら
れ
な
い
元
彼
が
い

て
、
引
き
ず
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
結
婚
願
望
の
強
い
人
も
い

ま
す
。

・
誰
に
も
打
ち
明
け
た
事
の

な
い
好
き
な
人
が
お
り
、
心

の
中
の
み
に
留
め
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

・
好
き
な
ア
イ
ド
ル
な
ど
の

推
し
活
を
し
て
い
る
な
ど
、

大
き
な
存
在
が
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
話
の
後
半
に
「
出
会
い
系

ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
話
が
で
る
と
鑑
定
が

チ
グ
ハ
グ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
初
め
に
ど
の
よ

う
な
婚
活
を
行
っ
て
い
る
か
、

積
極
的
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

・
資
格
を
取
る
な
ど
明
確
な

目
標
が
あ
り
恋
愛
は
後
回
し

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
親
と
の
同
居
の
場
合
、
家

事
や
、
介
護
な
ど
で
、
婚
活

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
入
籍
に
こ
だ
わ
ら
ず
子
供

だ
け
欲
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

・
友
達
に
彼
が
い
て
、
負
け

た
く
な
い
と
い
う
ラ
イ
バ
ル

意
識
の
強
い
人
が
い
ま
す
。

・
理
想
の
付
き
合
い
方
を
掘

り
下
げ
ま
す
。

・
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
好

き
か
掘
り
下
げ
ま
す
。

・
「
い
つ
頃
出
会
え
る
の
か

?
」
「
い
つ
頃
結
婚
で
き
る

の
か
?
」
こ
の
二
つ
は
王
道

の
質
問
で
す
。
色
々
な
角
度

で
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
人
に
と
っ
て
「
出
会
い
」

の
中
に
求
め
て
い
る
本
質
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「

彼
の
気
持
ち
」
に
つ

い
て
の
見
方

・
占
い
師
と
し
て
は
、
相
談

者
と
相
手
は
付
き
合
っ
て
い

る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
た

だ
の
知
り
合
い
と
い
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

・
彼
と
の
連
絡
手
段
は
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・
彼
と
会
う
頻
度
を
掘
り
下

げ
ま
す
。

・
彼
に
対
す
る
評
価
、
例
え

ば
、
仕
事
へ
の
取
組
み
、
人

間
性
な
ど
内
面
の
評
価
な
ど
、

掘
り
下
げ
ま
す
。

・
彼
が
既
婚
者
と
未
婚
者
で

は
状
況
が
違
う
の
で
判
断
を

変
え
て
い
き
ま
す
。

・
彼
と
気
持
ち
が
通
じ
た
後

の
将
来
設
計
を
聞
き
出
し
ま

す
・
直
近
の
1
～
2
か
月
か

ら
遠
い
未
来
に
話
を
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

・
相
談
す
る
き
っ
か
っ
け
と

な
っ
た
出
来
事
を
聞
き
ま
す
。

・
彼
の
今
の
様
子
を
聞
く
こ

と
は
重
要
で
す
。
具
体
的
に

探
り
ま
す
。

・
相
談
者
本
人
の
今
の
気
持

ち
や
状
況
の
変
化
を
事
細
か

に
聞
い
て
あ
げ
ま
す
。

「
彼
と
の
今
後
」
に
つ

い
て
の
見
方

・
相
談
者
は
将
来
の
こ
と
を

具
体
的
に
話
さ
な
い
人
も
い

ま
す
。
具
体
的
に
聞
き
出
し

ま
す
。

・
彼
か
ら
の
些
細
な
一
言
を

気
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
相
談
者
と
彼
と
の
密
着
度

（
別
れ
た
い
、
親
密
に
な
り

た
い
、
な
ど
）
を
把
握
し
て

い
き
ま
す
。

・
何
が
不
安
で
、
な
ぜ
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
な
い
の
か
原
因

を
探
り
ま
す
。

・
相
談
者
、
そ
の
彼
氏
の
そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
を
把
握
し
ま

す
。

・
相
談
者
と
彼
と
の
間
の
障

害
は
感
情
的
な
も
の
か
、
物

理
的
な
も
の
な
の
か
探
り
ま

す
。

仕
事
に
つ
い
て

・
仕
事
の
悩
み
は
、
収
入
が

少
な
い
、
職
場
で
の
人
間
関

係
、
仕
事
に
対
す
る
不
信
感

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

転
職
・
起
業
・
独
立
に
つ
い

て
の
相
談
に
も
様
々
な
見
方

が
あ
り
ま
す
。

・
転
職
・
起
業
・
独
立
を
決

め
た
理
由
を
把
握
す
る
こ
と

は
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・
ど
こ
に
気
持
ち
の
寄
り
所

を
置
く
か
を
把
握
し
ま
す
。

・
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
考

第１２３号 有 宵 会 だ よ り 令和６年５月吉日

三
月
有
宵
会
報
告



え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
仕
事
が
重
要
、
最
優
先
と

い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
の
人

に
と
っ
て
の
優
先
順
位
を
把

握
し
ま
す
。

・
こ
れ
が
生
き
甲
斐
と
い
う

趣
味
が
あ
れ
ば
、
多
少
の
困

難
や
苦
労
が
あ
っ
て
も
大
丈

夫
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

・
リ
ス
ク
を
考
え
、
一
番
困

る
こ
と
を
掘
り
下
げ
ま
す
。

・
生
年
月
日
を
見
て
、
生
き

方
、
方
向
性
を
考
え
て
行
く

と
い
う
、
命
占
で
の
占
い
の

判
断
と
な
り
ま
す
。

「

天
職
・
適
職
」
に
つ

い
て

・
自
分
の
好
き
な
事
が
仕
事

に
結
び
つ
き
、
適
職
と
な
る

の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
願
望
も

大
切
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

未
来
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
伝

え
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
今
の
職
種
が
そ
の
人
の
適

正
に
あ
っ
て
い
る
か
見
る
必

要
も
あ
り
ま
す
。

・
仕
事
以
外
に
大
切
な
こ
と
、

理
想
の
生
き
方
に
つ
い
て
性

格
、
気
質
も
考
慮
し
て
方
向

性
を
探
り
ま
す
。

・
生
活
の
た
め
に
お
金
は
必

要
で
す
が
、
お
金
に
関
す
る

考
え
方
を
把
握
し
ま
す
。

・
命
占
で
、
そ
の
人
の
本
来

持
っ
て
い
る
器
、
育
っ
た
環

境
な
ど
を
加
味
し
て
今
後
の

在
り
方
を
判
断
し
ま
す
。

相
談
者
の
抱
え
て
い
る
状

況
や
環
境
を
想
定
し
つ
つ
、

全
体
の
在
り
方
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
鑑
定
の
場
面
で
悩

み
や
問
題
を
探
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
鑑
定
結
果
だ
け

で
な
く
、
分
か
り
や
す
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
伝
え
る
が
重
要

で
す
。
実
践
し
や
す
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
伝
え
る
の
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
相

談
者
に
「
3
か
月
後
に
出
会

い
が
あ
り
ま
す
」
「
来
年
は

出
会
い
が
あ
り
ま
す
」
と
言
っ

て
も
、
「
出
会
い
を
示
す
〇

〇
の
星
が
3
か
月
後
に
巡
っ

て
く
る
か
ら
で
す
よ
」
な
ど

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
相

談
者
が
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し

て
そ
う
な
る
の
か
」
と
い
う

疑
問
を
持
つ
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー

に
繋
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
こ
と
で
納
得
し
て
頂
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

鑑
定
の
中
で
経
験
し
悩
み
、

考
え
、
改
善
し
、
さ
ら
に
実

績
を
積
ん
で
、
今
後
も
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
部

「

こ
ど
も
は
、
み
ら
い
。

み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０

２
４
」
無
料
鑑
定
会
ご

報
告

濱
野
延
珠
先
生

令
和
6
年
3
月
23
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鑑
定

の
先
生
よ
り
当
日
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。

【
濱
野
先
生
】
3
歳
か
ら
18

歳
の
子
供
を
対
象
と
し
て
下

さ
い
と
の
要
望
で
、
こ
う
い
っ

た
占
い
は
初
め
て
の
こ
と
で

し
た
。
福
田
先
生
か
ら
手
相

を
入
口
に
穏
や
か
な
雰
囲
気

で
入
る
の
が
よ
い
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
、
ま
た
、
子
供

に
夢
を
も
た
せ
る
、
未
来
を

輝
か
せ
る
よ
う
な
鑑
定
を
心

が
け
る
こ
と
を
方
針
と
し
ま

し
た
。

家
族
揃
っ
て
の
手
相
鑑
定

が
と
て
も
印
象
的
で
、
兄
弟

へ
の
鑑
定
の
間
、
傍
ら
に
い

る
お
父
さ
ん
が
自
分
の
手
相

と
子
供
の
手
相
を
見
比
べ
る

な
ど
、
家
族
全
員
で
鑑
定
を

楽
し
ん
で
頂
け
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

【
金
子
先
生
】
小
学
校
3
年

生
2
人
組
の
女
の
子
の
鑑
定

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
な
か
な
か
話
を
し
て

く
れ
ず
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
話
し
か
け
る
と
少

し
ず
つ
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
子
た

ち
の
将
来
の
夢
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
と
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
カ
ー

だ
そ
う
で
す
。
私
は
テ
ィ
ッ

ク
ト
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
知
ら

な
い
の
で
、
「
教
え
て
」
と

お
願
い
す
る
と
一
生
懸
命
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
知
ら

な
い
世
界
を
知
る
こ
と
も

で
き
、
と
て
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

【
宮
田
先
生
】
子
供
相
手

が
少
な
く
ほ
と
ん
ど
大
人

の
方
の
鑑
定
で
し
た
。
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
40
代

の
男
性
で
い
か
つ
い
感
じ

の
方
の
相
談
で
す
。
手
相

を
み
る
と
親
指
に
仏
眼
が

あ
り
、
左
手
に
神
秘
十
字

線
も
あ
り
ま
す
。
本
命
七

赤
、
月
命
六
白
、
乾
宮
傾

斜
で
、
算
命
学
で
み
る
と
宗

教
の
星
も
あ
り
ま
す
。
「
神

社
仏
閣
お
参
り
し
ま
す
か
？

神
仏
に
縁
が
あ
る
よ
う
で
す

が
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
自
分
は
僧
侶
で
す
」
と
の

こ
と
。
そ
こ
か
ら
意
思
の
疎

通
が
ス
ム
ー
ズ
で
き
、
「
占

い
で
こ
こ
ま
で
当
た
る
の
で

す
ね
」
と
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。
普
段
よ
り
軽
め
の
相
談

が
多
く
、
周
り
に
子
供
も
多

い
こ
と
か
ら
終
始
和
や
か
な

鑑
定
会
で
し
た
。

【
長
澤
先
生
】
全
部
で
23
人

ほ
ど
鑑
定
し
ま
し
た
。
子
供

か
ら
勉
強
の
相
談
が
あ
り

「
何
が
苦
手
？
」
と
聞
く
と

「
算
数
が
だ
め
」
と
い
う
子

が
4
～
5
人
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
子
は
手
を
出
す
と
き

は
、
指
を
閉
じ
て
、
全
体
的

に
縮
こ
ま
っ
た
感
じ
で
差
し

出
し
ま
す
。
一
方
で
、
「
社

長
に
な
り
た
い
！
」
と
い
う

元
気
の
あ
る
子
は
指
を
思
い
っ

き
り
開
い
て
差
し
出
し
ま
す
。

手
の
出
し
方
を
と
っ
て
も
、

子
供
の
特
徴
を
と
ら
え
て
い

ま
す
。
手
相
で
は
、
3
大
線

と
指
の
長
さ
を
中
心
に
み
ま

し
た
。
将
来
夢
を
持
て
る
よ

う
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら
話

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

【
中
島
先
生
】
初
め
て
鑑
定

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お

子
さ
ん
と
親
御
さ
ん
と
を
合

わ
せ
て
み
る
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
子
供
に
「
何
を
み

る
？
」
と
聞
い
て
も
自
分
で

質
問
で
き
な
い
よ
う
で
、
親

御
さ
ん
よ
り
「
勉
強
の
こ
と

を
聞
い
て
み
た
ら
？
」
と
助

け
船
を
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。

感
情
線
、
生
命
線
を
中
心
に

見
な
が
ら
、
頭
脳
線
の
長
短

で
文
系
、
理
系
、
伸
び
る
科

目
を
み
ま
し
た
。
本
人
は

「
算
数
が
好
き
」
と
い
う
と

「
本
当
だ
。
算
数
が
伸
び
て

い
る
よ
」
と
い
う
と
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
全
体

的
に
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
帰
っ

て
く
れ
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

第
三
部

福
田
有
宵
先
生
談
話

談
話
①

龍
に
つ
い
て

「
有
宵
会
だ
よ
り
122
号
」
に

大
川
法
祥
先
生
よ
り
「
日
本

は
龍
の
国
」
と
の
題
に
て
特

別
寄
稿
を
頂
き
、
ま
た
、
龍

に
関
す
る
話
題
は
十
二
年
に

一
度
の
こ
と
な
の
で
、
龍
に

関
す
る
蘊
蓄
を
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
。

中
国
の
古
い
辞
書
で
あ
る

「
説
文
解
字
」
に
は
龍
は

「
鱗
虫
の
長
」
と
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
龍
は
鱗
虫
の
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長
、
能
く
幽
く
能
く
明
に
、

能
く
細
く
能
く
巨
（
お
お
い
）

に
、
能
く
短
く
能
く
長
し
。

春
分
に
し
て
天
に
登
り
、
秋

分
に
し
て
渕
に
潜
む
」
と
あ

り
ま
す
。

「
管
子
」
で
は
「
龍
は
五
色

※
の
色
を
身
に
着
け
遊
ん
で

い
る
。
ま
た
、
小
さ
く
な
ろ

う
と
す
れ
ば
蚕
蠋
の
如
く
、

大
き
く
な
ろ
う
と
す
れ
ば
天

地
を
入
れ
る
。
ま
た
上
が
ろ

う
と
す
れ
ば
雲
を
も
凌
ぎ
沈

も
う
と
す
れ
ば
黄
泉
※
※
に

伏
す
」
と
あ
り
ま
す
。
五
色

の
色
は
、
五
行
の
五
色
か
ら

き
て
い
ま
す
。
黄
泉
は
、
だ

ん
だ
ん
と
黄
色
く
な
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
気
学

で
い
う
五
黄
土
星
の
色
で
す
。

楚
辞
に
は
「
神
獣
水
を
失
い

て
陸
居
す
れ
ば
、
螻
蟻
（
け

ら
あ
り
）
に
載
せ
ら

れ
る
」
と
あ
り
、
龍

は
ケ
ラ
や
ア
リ
と
同

じ
で
大
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
で
す
。

龍
の
種
類
も
多
数

あ
り
ま
す
。
「
鱗
あ

る
を
蛟
龍
（
こ
う
り
ゅ

う
）
」
、
「
翼
あ
る

を
応
龍
（
お
う
り
ゅ

う
）
」
、
「
角
あ
る

を
虯
龍
（
き
ゅ
う
り
ゅ

う
）
」
、
「
角
な
し

を
螭
龍
（
ち
り
ゅ
う
）
」

と
い
い
ま
す
。

易
経
の
中
に
も
龍
が
で
て

き
ま
す
。
乾
為
天
の
初
九
か

ら
上
九
の
六
種
類
の
龍
の
姿

を
現
し
て
い
ま
す
。
初
爻
は

潜
龍
で
大
地
に
潜
ん
で
い
ま

す
。
臥
竜
は
潜
龍
と
似
て
い

ま
す
が
、
臥
竜
の
場
合
は
承

知
し
て
い
て
そ
の
位
置
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
九
二
に
な

る
と
臥
龍
に
な
る
で
し
ょ
う
。

乾
為
天
は
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

乾
為
天
は
天
地
を
現
し
、
社

会
を
現
し
、
ま
た
本
人
の
能

力
を
爻
の
位
置
に
お
く
と
意

味
合
い
が
で
て
き
ま
す
。

談
話
②

最
大
吉
方
に
つ

い
て開

運
方
位
を
使
う
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
人
に
頼
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
最

初
は
色
々
な
方
位
に
で
て
試

し
て
み
る
こ
と
で
経
験
値
が

高
ま
る
こ
と
で
十
分
な
結
果

が
得
ら
れ
た
と
言
い
切
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
一
白
水
星
の
人
】
一
白
に

暗
剣
が
つ
き
ま
す
。
ま
ず
暗

剣
を
消
し
、
運
を
補
う
こ
と

を
考
え
ま
す
。
六
白
艮
宮
の

方
位
は
完
全
を
求
め
、
欲
張

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
七
赤

離
宮
の
方
位
は
気
楽
さ
を
求

め
、
悩
み
か
ら
離
れ
て
ゆ
っ

く
り
す
る
の
に
使
う
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

【
二
黒
土
星
の
人
】
今
年
は

運
気
が
上
向
い
て
い
ま
す
。

信
用
を
得
て
、
人
の
為
に
な

る
こ
と
を
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
間
に
は
い
っ
て
仲

介
仲
裁
を
す
る
勤
め
が
あ
り

ま
す
。
自
分
が
何
を
求
め
て

い
る
か
で
方
位
を
決
め
ま
す
。

【
三
碧
木
星
の
人
】
九
紫
の

み
の
吉
方
で
す
。
た
だ
、
三

碧
は
早
く
行
動
で
き
ま
す
。

九
紫
の
方
位
は
見
通
し
が
つ

く
よ
う
に
な
る
、
頭
が
切
れ

ま
す
。
こ
の
方
位
を
取
っ
た

場
合
は
自
分
が
納
得
し
な
い

と
象
意
が
活
き
ま
せ
ん
。
何

が
自
分
の
た
め
に
な
る
か
分

析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
三

碧
は
中
宮
の
運
が
あ
り
ま
す
。

自
分
、
家
族
と
と
も
に
変
化

を
も
た
ら
し
ま
す
。
八
方
塞

が
り
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

実
は
自
由
に
動
け
る
と
こ
ろ

で
す
。
結
果
が
で
ま
す
。
再

生
、
再
建
、
精
算
す
る
意
味

合
い
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

手
立
て
が
だ
せ
ま
す
。

【
四
緑
木
星
の
人
】
四
緑
に

「
歳
破
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
に
破
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
仕
事
・
交
渉
に
は
要

注
意
で
す
。
破
綻
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
破
れ
た
場

合
は
復
旧
す
る
よ
う
に
行
動

す
る
こ
と
で
す
。
人
間
は
失

敗
し
て
成
長
し
ま
す
。
「
破

れ
」
を
受
け
止
め
成
長
す
る

年
に
す
る
こ
と
で
す
。
九
紫

が
吉
方
位
で
す
が
、
行
く
だ

け
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
行

動
を
伴
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

九
紫
の
方
位
で
す
の
で
、
学

問
を
習
得
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

【
五
黄
土
星
の
人
】
吉
方
位

が
５
箇
所
あ
り
、
非
常
に
珍

し
い
年
で
す
。
こ
れ
だ
け
多

い
と
迷
い
ま
す
し
、
甘
く
み

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
欲

が
出
ま
す
。
一
願
に
価
値
が

あ
り
ま
す
の
で
、
行
く
方
位

を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
六
白
金
星
の
人
】
今
年
の

六
白
は
何
を
求
め
て
い
る
か
、

何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。
3

年
間
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て

き
ま
し
た
。
八
白
で
の
整
理

整
頓
が
よ
い
。
先
を
見
る
の

が
仕
事
に
な
る
。
見
通
し
は

離
宮
に
な
り
ま
す
。
離
宮
の

答
え
を
八
白
で
出
し
て
く
る

の
が
心
得
に
な
り
ま
す
。

【
七
赤
金
星
の
人
】
今
は
頂

上
に
い
る
状
態
で
す
。
素
直

に
下
る
こ
と
を
意
識
す
る
と

き
で
す
。
来
年
、
再
来
年
の

こ
と
を
見
据
え
ま
す
。
一
生

懸
命
し
て
き
た
人
は
結
果
が

で
て
き
ま
す
。
継
続
し
た
も

の
は
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

【
八
白
土
星
の
人
】
今
年
は

坎
宮
で
先
を
み
て
い
な
が
ら
、

思
う
通
り
に
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
す
。
坎
宮
の
辛
さ
が
あ

り
ま
す
が
、
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
耐
え
る
た

め
の
方
位
を
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

【
九
紫
火
星
の
人
】
昨
年
か

ら
少
し
ず
つ
伸
び
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
背

中
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
と
な
り
、
こ
れ
が
開
運

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
巽
宮

に
あ
る
二
黒
と
坎
宮
に
あ
る

八
白
の
違
い
を
比
べ
な
が
ら

判
断
す
る
と
良
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
人
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
親
子
、
夫
婦
、

家
庭
だ
と
八
白
、
商
売
、
仕

事
、
独
立
な
ど
で
あ
れ
ば
二

黒
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
に
関
す
る
賛
助
金

を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
よ
り
、
能
登
半
島

地
震
災
害
義
援
金
に
ご
協
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
に

つ
い
て
も
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
二
十
日
現
在

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◎
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援

金
ご
協
力
者

菅
原
有
恒

河
野
有
泉

―
―

―
―

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協
力
者

濱
野
延
珠

深
町
侑
未

福
田
有
倭

阿
部
治

仁
科
朱
陽

金
原
玄
周

秀
和
仙
宵

泰
山
林
翰

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
掲

載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
【
再
掲
】
能
登
半
島

地
震
災
害
義
援
金
ご
協

力
の
お
願
い
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有
宵
会
で
は
、
能
登
半
島

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を

ご
支
援
す
る
た
め
、
災
害
義

援
金
を
引
き
続
き
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た

義
援
金
は
、
一
定
金
額
に
達

し
た
時
点
で
、
有
宵
会
が
責

任
を
も
っ
て
関
係
機
関
に
お

納
め
い
た
し
ま
す
。

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
か
た
は
、
有
宵
会
の
例

会
開
催
会
場
受
付
、
ま
た
は
、

福
田
有
宵
先
生
・
佐
藤
宗
昡

先
生
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―

◎
行
事
・
活
動
報
告

◆
ま
つ
ど
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
様
主
催
「
こ
ど

も
は
、
み
ら
い
。
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
占

い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

三
月
二
十
三
日
（
土
）

・
場
所
／
松
戸
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
天
候
不
順
の
た
め
、
松
戸

中
央
公
園
か
ら
屋
内
の
会
場

に
変
更
）

・
鑑
定
対
象

三
歳
か
ら
十

八
歳
の
お
子
様

・
鑑
定
人
数
九
十
五
名

・
出
演
者

七
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
出
演
者

氏
名
〉

福
田
有
宵

濱
野
延
珠

深
町
侑
未

長
澤
光
祐

金
子
智
佳
子

宮
田
麻
有

中
島
み
ゆ
き

そ
の
他
、
延
珠
会
よ
り
二

名
か
た
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

鑑
定
会
の
様
子
は
、
今
月

号
の
金
原
玄
周
先
生
の
議
事

録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
◎
次
回
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

◇
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
様

主
催
「
は
ね
か
め
ま
つ
り
」

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
七
月
十
四
日

（
日
）

―
―

―
―

―

◇
江
東
区
東
大
島
文
化
セ

ン
タ
ー
様
主
催
「
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
占
い
コ
ー
ナ
ー

（
無
料
）

・
日
程
／
八
月
十
八
日

（
日
）

現
在
、
鑑
定
会
に
ご
協
力

く
だ
さ
る
先
生
方
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の

先
生
か
ら
若
手
の
先
生
方
ま

で
、
幅
広
い
層
の
方
々
に
活

動
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方

は
、
福
田
有
宵
先
生
、
佐
藤

宗
昡
先
生
お
よ
び
、
有
宵
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―

《
イ
ベ
ン
ト
》

◇
【
自
由
参
加
】

検
見
川
神
社

夏
越
大
祓
式

（
大
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

日
程
／
六
月
三
十
日
（
日
）

・
集
合
時
間
：
十
三
時

・
ご
祈
祷
開
始
：
十
四
時

以
降
、
順
次

・
集
合
場
所
：
検
見
川
神

社

社
務
所
前
（
千
葉
市
花

見
川
区
）

＊
現
地
集
合
・
現
地
解
散
。

＊
昼
食
は
予
め
各
自
で
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

＊
集
合
人
数
に
よ
っ
て
は
、

ご
祈
祷
の
開
始
時
間
が
後
ろ

倒
し
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
お
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
有
宵
会
総
会
の
お
知

ら
せ
◆

日
程
／
令
和
六
年

七
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
一
時
～
五
時

会
場
／
北
千
住
マ
ル
イ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
一
〇
一

〇
（
シ
ア
タ
ー
セ
ン
ジ
ュ
）

一
〇
階

講
義
室

・
第
一
部
：
総
会

・
第
二
部
：
福
田
有
宵
先
生

ほ
か
、
ご
講
演

※
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
会

場
と
ご
参
加
見
込
み
人
数
の

状
況
に
よ
り
検
討
い
た
し
ま

す
。

＊
定
員

五
十
名
ま
で

＊
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定

員
を
超
え
る
ご
来
場
が
あ
っ

た
場
合
は
、
お
席
を
ご
用
意

で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
。
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
の
更
新
情

報
は
、
有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
期
的
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
《
予
告
》
有
宵
会
・

会
員
更
新
手
続
き
に
つ

い
て

◎
七
月
は
有
宵
会
の
新
年

度
に
な
り
ま
す
。

◎
更
新
年
会
費
／

八
千
円

引
き
続
き
会
員
と
し
て
活

動
の
ご
継
続
を
い
た
だ
け
る

か
た
は
、
七
月
の
有
宵
会
開

催
日
か
ら
期
限
ま
で
に
、
年

会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

＊
会
員
更
新
は
自
由
判
断
と

な
り
ま
す
が
、
退
会
を
ご
予

定
さ
れ
る
か
た
は
、
福
田
有

宵
理
事
長
お
よ
び
、
事
務
局

担
当
者
の
双
方
に
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
、
更
新
手
続
き
の

方
法
や
会
費
納
入
期
限
に
つ

い
て
は
、
次
回
以
降
の
会
報

誌
で
、
改
め
て
ご
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
こ
の
機
会
に
、
新
規
・
再

入
会
を
ご
希
望
の
か
た
も
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
令
和
六
年
三
月
例
会
参

加
者三

月
度
は
、
三
十
八
名
の

か
た
が
ご
参
加
を
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
の
終
了
後
は
、

有
志
の
十
八
名
が
集
い
、
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

―
―

―
―

―
―

―
―

四
月
の
吉
日
、
ご
縁
あ
っ

て
、
三
重
県
の
伊
勢
神
宮
を

参
拝
し
、
春
の
神
楽
祭
に
参

加
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
株
式
会
社
丸
久
小
山

園
様
と
伊
勢
の
茶
人
の
方
々

に
よ
る
、
呈
茶
に
あ
や
か
り

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
昭
和
二
十

一
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
そ

う
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間

を
除
き
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮

で
春
秋
の
神
楽
祭
に
あ
わ
せ

て
毎
年
参
拝
者
に
呈
茶
を
続

け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

一
日
二
千
人
以
上
の
方
に
無

料
で
ふ
る
ま
う
と
い
う
壮
大

な
催
し
は
、
他
を
圧
倒
す
る

奉
仕
で
あ
る
こ
と
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

着
物
で
正
装
し
た
茶
人
の

か
た
か
ら
丁
寧
に
ふ
る
ま
わ

れ
る
抹
茶
と
お
菓
子
は
、
天

照
大
御
神
に
対
す
る
感
謝
の

念
だ
け
で
な
く
、
茶
の
世
界

を
巷
間
に
広
め
る
と
い
う
貴

重
な
機
会
で
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
。長

い
期
間
に
渡
っ
て
そ
の

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
多
く
の
門
人
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
、
そ
の
教
え
を
正

し
く
継
承
で
き
る
組
織
が
あ
っ

て
こ
そ
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

一
服
の
お
茶
か
ら
、
「
奉

仕
と
は
」
を
考
え
る
貴
重
な

き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

事
務
局
長

八
川
林
加
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